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「
こ
れ
が
ま
ぁ
終つ

い

の
住す

み
か居
か
天
皇
制
」
と
詠
ん
だ
の

は
「
近
代
文
学
」
の
誰
か
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

　
私
が
学
生
時
代
、
社
会
科
学
と
文
学
の
周
辺
を
漁
っ

て
い
た
頃
、
手
応
え
を
与
え
て
く
れ
た
先
達
は
、
皆

必
死
で
「
天
皇
制
」
と
格
闘
し
て
い
た
。
一
九
六
〇

年
代
の
こ
と
で
あ
る
。
令
和
の
今
、
そ
の
こ
と
を
即

位
の
報
道
を
み
て
考
え
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
竹
内
好
は
い
っ
た
。「
日
本
の
天
皇
制

や
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
社
会
科
学
者
の
分
析
が

あ
る
が
、
私
た
ち
の
内
部
に
骨
が
ら
み
に
な
っ
て
い

る
天
皇
制
の
重
み
を
、
苦
痛
の
実
感
で
取
り
出
す
こ

と
に
、
私
た
ち
は
ま
だ
マ
ジ
メ
で
な
い
。
ド
レ
イ
の

血
を
一
滴
、
一
滴
し
ぼ
り
出
し
て
、
あ
る
朝
、
気
が

つ
い
て
み
た
ら
、
自
分
が
自
由
に
な
っ
て
い
た
と
い

う
よ
う
な
方
向
で
の
努
力
が
足
り
な
い
」
と
。

　『
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
』
を
書
い
て
論
壇

デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
丸
山
真
男
は
い
う
。「
ぼ
く

に
と
っ
て
は
、
天
皇
制
を
否
定
す
る
と
い
う
こ
と
は

大
変
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
」
と
。

　
こ
れ
ら
の
発
言
を
追
体
験
す
る
過
程
で
私
は
、
戦

後
二
度
と
戦
争
は
す
る
ま
い
と
い
う
共
通
の
誓
い
で

結
ば
れ
た
知
識
人
の
ゆ
る
や
か
な
連
帯
で
あ
る
「
悔
恨

共
同
体
」
と
は
、
丸
ご
と
天
皇
制
を
否
定
的
に
思
想
の

課
題
と
す
る
こ
と
な
の
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
得
ら
れ
た
結
論
は
大
き
く
二
つ
あ
っ
た
。

一
つ
は
日
本
の
近
代
国
家
の「
国
体
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
近
代
の
国
民
国
家
は
世
俗
的

な
国
家
で
あ
り
、「
真
理
と
か
道
徳
と
か
の
内
容
的

価
値
に
関
し
て
中
立
的
立
場
を
と
る（
カ
ー
ル
・
シ
ュ

ミ
ッ
ト
、
中
性
国
家
（Ein neutraler Staat

））。」

国
家
主
権
の
基
礎
は
純
粋
に
形
式
的
法
機
構
の
上
に

置
か
れ
、
内
容
的
な
価
値
の
選
択
や
判
断
は
も
っ
ぱ

ら
他
の
社
会
集
団
で
あ
る
教
会
、
寺
院
や
「
個
人
の

良
心
」
に
委
ね
ら
れ
た
。
し
か
し
、
日
本
の
天
皇
制

に
あ
っ
て
は
、
忠
孝
の
対
象
が
す
べ
て
絶
対
的
価
値

で
あ
る
天
皇
に
帰
一
さ
れ
、
真
善
美
の
内
容
的
価
値

を
占
有
す
る
の
で
、
学
問
も
芸
術
も
そ
の
よ
う
な
価

値
的
実
体
へ
の
依
存
を
高
め
る
た
め
、「
主
体
的
自

由
」
の
条
件
は
極
端
に
狭
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
二
つ
は
、
そ
の
よ
う
な
天
皇
制
の
物
質
的
基
盤
、

経
済
基
盤
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
資
本
主
義
の
急
速
な
発
達
の
カ
ギ
は
、

半
封
建
的
土
地
所
有
関
係
に
あ
り
、
過
少
農
と
い
え

る
封
建
地
代
小
作
料
を
テ
コ
と
し
て
、
早
期
に
独
占

資
本
主
義
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
、
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
点
は
、
後
に
宇
野
理
論
を
知
る
に
至
り

修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
歴
史
的
個
性
と
し
て

の
日
本
資
本
主
義
は
天
皇
制
と
切
り
離
し
て
論
ず
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　
し
か
し
、
私
に
と
っ
て
、
こ
こ
ま
で
は
認
識
と
し

て
の
天
皇
制
と
い
え
る
が
、
同
時
代
と
し
て
の
天
皇

制
体
験
は
、松
下
圭
一
先
生
に
よ
る
「
大
衆
天
皇
制
」

が
実
感
と
し
て
入
っ
て
き
た
。
私
の
青
春
の
一
冊
と

い
っ
て
よ
い
先
生
の
初
期
論
文
集
『
現
代
政
治
の
条

件
』
に
収
め
ら
れ
た
「
大
衆
天
皇
制
」
論
で
あ
る
。

こ
こ
で
松
下
先
生
は
、
一
九
五
九
年
の
時
点
で
よ
み

が
え
り
つ
つ
あ
る
天
皇
制
は
絶
対
君
主
制
で
は
な
い
、

皇
室
は
大
衆
の
歓
呼
の
中
か
ら
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
吸
収
し
つ
つ
あ
る
、
と
現
状
分
析
し
た
上
で
、「
い

わ
ば
皇
室
は
大
衆
に
よ
っ
て
敬
愛
さ
れ
る
ス
タ
ー
の

聖
家
族
と
な
っ
た
」
と
書
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
一
年
前
、皇
太
子
妃
に
正
田
美
智
子
さ
ん（
後

の
平
成
皇
后
）
が
決
定
さ
れ
、「
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

恋
」な
ど
と
大
き
く
報
道
さ
れ
、日
本
中
が
ミ
ッ
チ
ー

ブ
ー
ム
に
湧
い
て
い
た
。
こ
こ
に
天
皇
制
は
皇
室
と

い
う
マ
イ
ホ
ー
ム
と
美
智
子
さ
ま
、
雅
子
さ
ま
一
人

一
人
に
還
元
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
同
時
並
行

的
に
平
成
天
皇
・
皇
后
が
自
ら
象
徴
天
皇
像
を
祈
り

と
鎮
魂
平
和
に
求
め
た
行
動
も
、
高
度
経
済
成
長
後

の
国
民
の
生
活
意
識
の
マ
イ
ホ
ー
ム
志
向
と
軌
を
一

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
現
在
、
令
和
の
天
皇
即
位
の
報
道

の
模
様
を
見
て
い
る
と
、
こ
の
大
衆
天
皇
制
が
変
質
し

つ
つ
あ
る
の
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
現
行

憲
法
下
で
の
天
皇
制
と
い
う
根
本
問
題
を
問
う
視
点
が

全
く
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
政
教
分
離
と
即
位
式
、
男

女
平
等
と
皇
室
典
範
、
日
本
文
化
と
天
皇
制
、
昭
和
天

皇
の
戦
争
責
任
等
々
、
未
完
の
問
題
が
露
出
さ
れ
つ
つ

あ
る
の
に
…
…
。
か
つ
て
埴
谷
雄
高
は
い
っ
た
。「
個

人
と
個
人
が
離
れ
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
。（
中
略
）
困
っ

た
こ
と
に
い
ま
天
皇
で
連
帯
感
を
も
た
せ
よ
う
と
し
て

い
る
」
と
。
　＜

や
ま
う
ち
　
り
ょ
う
じ
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旭
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学
学
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